
　　　　

2025 年 3 月 1 日

10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 フィーカ　長沢 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念 子どもたちの今と未来を支える

支援方針 アタッチメントの形成・家族支援・就学に向けてできることをスモールステップで増やしていくなど総合的に支援する。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

【健康】手洗い・うがいの習慣化や基本的なエチケットに関するプログラムを個別活動の中で実施する。
【生活】排泄、衣類の着脱、片づけといった基本的な生活スキルや遊びを通した学びの促進に関するプログラムを個別活動の中で実施する。

【運動】姿勢保持や上肢・下肢の運動動作（しゃがむ・たつ・はしる・なげる・のぼる等）や手指動作（かく・つかむ・つまむ・はめる・とおす・はる・ぬる・きる・こする等）の改
　　　　善や習得に関するプログラムを個別活動の中で実施する。
【感覚】ヴィジョントレーニングやリズムトレーニング、工作等の保有する視覚・聴覚・触覚・嗅覚・固有覚・前庭覚等の感覚の向上に関するプログラムを個別活動の中で実施する。

【認知】マッチングや工作、音楽療法等、物の機能や属性、形、色、音が変化する様子、物の大小、数、重さ、空間、時間等の概念の形成に関するプログラムを個別活動の中で実施す
る。
【行動】感覚や認知の偏り、コミュニケーションの困難性から生ずる行動障害の予防及び適切行動への転換のため、SSTなどのプログラムを個別・集団の活動の中で実施する。

【言語】具体的な物事や体験と言葉の意味を結びつける（マッチング等）などして自発的な発声を促し、体系的な言語を身につけることができるよう支援する。
【コミュニケーション】年齢や発達段階、特性、興味関心に応じて、言葉だけでなくジェスチャー、カードなどを用いてコミュニケーションに必要な基礎的な能力を身につけることが
　　　　　　　　　　　できるよう支援する。

【人間関係】個別活動の中でアタッチメントの形成・安定を図り、安心・安全に活動できる場とする。また一人遊びから大人が介入しての協同遊びに発展させることで主観的から客観
　　　　　　的な概念を育んでいけるよう支援する。
【社会性】年齢や発達段階、特性に応じて模倣行動や感覚・運動遊びから象徴遊びを通して社会性の発達を支援する。

主な行事等 ・季節イベント（正月、節分、縁日、ハロウィン、クリスマス等）・外出支援（公園や消防署等公共施設の利用や見学）

家族支援
・子どもの信頼感を培うとともに感情や不安と寄り添い、家族や周囲の人と安
定した関係を継続できるよう支援する。
・発達や特性に応じた子育てに関する家族の困りごとに対する相談援助

移行支援
・保育所、他事業所等との子どもの状態や支援内容の共有
・保育所、他他事業所等との利用日数や利用時間の調整

地域支援・地域連携
・保育所や通う予定の学校やわくわく等との情報連携や調整
・療育センターや医療機関等との情報連携や調整
・児童相談所や子ども家庭センターとの情報連携

職員の質の向上
・事業所内や外部での研修の実施と受講
・研修内容のフィードバックを活用して、従業員全体の資質向上
・キャリアパスを通して職員の資質向上に対するモチベーション向上


